
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仕事をおこす・自分をおこす・地域をおこす」を応援 

私達が応援したい「起業」は、ただ会社を創るだけでなく、

今まで世の中になかったことを「おこす」とか、一人ひとりが

持っているものを「おこす」とか、地域を「おこす」ことをひ

っくるめた「起業」。1 人ひとりが自分の「身の丈」を最大限

に使った事業を応援していきたいなと思っている団体です。 

ボランタリーな活動だとしても、喜びや豊かさが循環してい

れば、それも「起業」と呼ぶ感受性がこれからは必要なのでは？

と感じていて、起業支援を通して、ひとり一人が持っている物

語が世の中に発信されたり、新しい意味を持ったり、価値が生

まれたり、ということを応援したいと思ってやっています。 

「起業の学校」は、「命の使い方を学ぶ」場所 

「起業の学校」は、2004 年に開校してから 14 年。一番力を

入れているのは「理念をつくる」ことです。けっこうゴリゴリ

やっている（笑）。でも、結局生徒さんに残るのは、そこなん 
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だなって思います。 

パンフレットには、サブタイトルとして「命の使い方を学ぶ

場所」と書かせていただいています。誰のために何のために、

どんな未来のために命を使うのかを考える場。自分ひとりで、

自分が何を本当にやりたいのか考えるのは結構しんどいので、

仲間がいたり、誰かと意見を交わし合ったりしながら、自分が

何者かを考えていく場がつくりたいと思ってやっています。 

「本当は何がやりたいかわからないけど、できることで貢献

します」というのは、チームの中の役割分担としてやるのなら 

良いけど、起業する場合、自

分の中の原動力、内発性は自

分で燃やし続けるしかない

ので、「できるけど魂が喜ば

ないこと」は勇気を持って封

印した方がいいと思います。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「起業の学校」は完全自主事業 

「起業の学校」は、補助金や委託を受けず受講料だけでやってい

ます。10 か月間、月に２回ほどで 19万 2千円。けっこうな値段。

NPOでそんなに取るのかと言われ続けて 14 年（笑）。誰からお金

をいただくかは、けっこう大事。委託だと、委託元の意向があり、

私達の意思があり、生徒さんのニーズがあって、必ずしも一致する 

とは限らない。生徒さんからお金をいた

だいているだけだと、委託元の意向に縛

られずに、生徒さんのためだけにやれる。

自由。委託とか補助をいただきながらパ

ートナーシップを組んで広く展開してい

くものもあっていいけれど、そのバラン

スが大事じゃないかと思っています。 

参加者３：どんなことに命を使いたいか。やっぱりそこなのか

なと思いました。改めて自分に、何がしたいのかを問い正した

い。起業しなくても、自分の一秒一秒の命をどう使っていくか

を改めて考えさせられました。 

久野さん：失敗しないと分からないこともあるので、がんばっ 

てみて違えば、こっちかな、

ということの繰り返しだと思

うんです。でも、ぐるぐる回

っているようで螺旋階段にな

って上がってると思います。

まあボチボチと（笑）。 

参加者 1：今の会社に入って 30 年くらい経つんですが、将来

的に手に職を持っていないといけないかなと思ってマッサー

ジを勉強していて、いずれ起業というか、何かできたらいいな

と思っています。今日お話を聞いて、下準備は大事だなと。下

準備をしっかりして、想定して、自分が何を犠牲にできるのか、

考えてから行動した方がいいのかなと思いました。 

参加者２：お話を聞いていて、自分が起業をした時のワクワク

した時の気持ちを思い出しました。先がどうなるかわからない

けど飛び込むというのは、すごくテンションが上がった。その

後、めちゃくちゃ苦しかった時期もあったんですが、今思うと

その時も楽しかった。また次の山を目指したくなりました。 
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「身の丈の起業」 

「身の丈」ということを、私達は大事にしています。「身の丈」

と言うと「小さいサイズ」と思われるかもしれませんが、社

員の数や売り上げのことを言うのではなく、自分やチームの

良さが最も活かされるサイズが「身の丈」。だから「身の丈」

は、いろんな経験を重ねると伸びていくと思います。チーム

のバランスを維持できる、責任を取ることができる、自分や

チームにストレスが係りすぎない、目指すものが一致できる

サイズを意識するといいかなと思うんです。 

「理念」は、ふんわりした良さそうなことより、自分の礎（い

しずえ）になるものにすることが大事。理念がぶれるとコン

トロールできなくなる、身の丈を超える原因になりやすいの

で、理念が大事だということを言い続けたいと思います。 


